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歩行形トラクタの車輪取付部寸法

1 .適用範囲 この規格は、輪距調節可能な歩行形トラクタの車輪文はアタッチメントの

ノ¥ブ穴と、これを貫通する軸{リの主要寸法について規定する。

注(1 )軸には、車軸延長を含む。

備 考 この規格は互換性を主目的としたもので、使用する材料については規定しな

し、。

2. 寸法軸及び穴の寸法は、円形軸の場合は図 1及び表 1、六角軸の場合は図2及び

表 2による o

図 1 円形軸
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表 1 円形軸

単位 mm

呼 び o 1 D2  d L 

十 O. 1 
20 2 0 -O. 3 2 8 8. 5 2 0最小

O 

2 5 2 5 -O. 2 40  10. 5 2 0最小

3 1 O 
3 1ー O. 2 40 1 O. 5 2 0最小

一一」

備考:中軸ピンは J1S B9215 (農業用トラクタの連結ピン)による。



図2 六角軸
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表 2 六角軸

単位 mm

呼 び Dl D2  D3  D4  d L 

23 + O. 1 25. 5 3 2 36. 0 8. 5 1 5最小
/・ 23-0. 2 最大 賞受大

2 6 +0. 2 29. 5 35. 5 4 O. O 10. 5 1 5最小
26-0. 1 最大 最大

. 

備考:中軸ピンはJ1 S くB9215 (農業用トラクタの連結ピン)による。
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解説

歩行形トラクタの車輪取付部寸法の規格制定にあたり考え方を列記する。

1 .適用範囲 歩行形トラクタの車輪取付部寸法はJISB9206 (歩行形トラクタの車輪取

付部寸法)で規格化されているが中大形用の軸径の大きいものが対象であり、管理機の

様な比較的小形のものには適用できないところもあり、今回小形機を対象とした車輪取

付部寸法について標準化した。

2. 寸 法車軸は円形軸と六角軸の 2種類とした。

2 -1. 規定する主要寸法は車軸及び延長軸の径を基準に、取り付けピン穴と延長軸の

差し込み長さとしたっ

相対する延長軸、アタッチメントハフさの内径とピン穴位置は軸の基準寸法に合わせて決まるので

特に規定しなかった。

2-2. 円形軸の呼びは 20、25、31の3種類とした。調査結果では 32を超える軸は種

類が少なく今後も使用される可能性が低いため除外した。

2-3. 六角軸の呼びは23、26の2種類とした。刀SB9206には32以上が規定されてい

るが調査結果では適合して使われているものは少ない白又、刀S B9206は軸と穴の規定の

みであるが、今後本規格の考え方と整合を図ることが課題となる C

2-4. 公差は互換性を重視し各々の実施状況に合わせた。

2 -5. 延長軸文はハアゃの軸への差し込み寸法は最小値とした。

2-6. 六角軸の角部先端R又は面は最大径とした。

2 -7. 延長軸に設けるピン穴は 1ケのみ規定し、 2ケ以上については個数及び位置寸法等

は特に規定しなかった。
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